


書かされる羽目となつた。

ここではCavendish研 究所や私の属 していたGon―

ville and Oaius CoHege での日常生活を通 して

私が見聞し経験 したことをもとに,ケ ンプリッデ大

学のもつアカデミックな雰囲気の一部を紹介 してみ

晋::臨PttiliigtheChapd and

Cavendish研 究所とは

私が研究所の客員メンパーとなった1974年 は,研

究所創立 100年にあたり,研究所にとつて大変意義
のある年であつた。私自身,ど うゆう経緯でケンプ

リッデ大学に物理学教室ができたかに少からず興味

をもつていたので,丁度創立 10o年 を記念 して,J.
C.CrOwther著 の｀The Cavendish LabOratOry

1874-1974"が MたMillan社 から出版された機会に,

たいと思う。 と云つてもケンプリッデ大学の教育制
度は大変複雑で,私のような短期間の滞在者には誠

に理解し難 く,ま た見聞した事実についても私の理

解が不確かで間違っていることがあるかもしれない

ので,そ の点をはじめにお断りしておきたい。

The new Cavendish Laboratories (Mott nultaing)

Heffers書房を通 してこの書を買求め,ケ ンプリッ

デにかける 100年間の物理学の発展の歴史を遡って

みた。

ケンプリッデ大学は,Ne‖ on以来物理学に関 し
て伝統を誇っていたが,ま だ1874年 以前は物理学は

講義を通してのみ教授されるだけで,組織化された

実験物理学の施設 というものがなかった。そこで実

験物理学を主 とした研究所をケンプリッデ大学につ

The old Cavendish Laboratories
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くりたいという要望が ,物翠学者の間に当時かなり

強 くあった。当時のケンプリッデ大学の総長であり,

Devonshireの 第 7代公爵であつたWilliam Ca―

vendi sh(静電気にかける逆二乗則を発見したHen―

ry Cavendishと は遠い親戚にあたる )は ,こ の要

望 の必然性 を充分理 解 し,財政面 にお いて並 々

ならぬ尽力をすることにより,1874年 にクンプリッ

デ大学に Department of Physicsを 創設 した。 これ

が今 日の Cavendis h研究所である。

1874年,Cavendish研究所の初代所長であるCaven―

dish Professor of Experimental Physicsに 就任

したのが,電磁場の理論で有名な James C lerk

Ma郷ve Hで あった。 MaweH以 後 Cavendish Pro―
fessorは ,Lord Rayleigh,Sirエ エ Thomson,

Lord Rutherford,  Sir Lawrence Bragg,  Sir

NeviH Mottと 受け継がれ,現在の所長 Sir Brian

Pipp ard が第 7代 目にあたる。

私が学部学生の時に講義で名前を伺 つた物理学の

偉大 な先駆者たちの肖像あるいは肖像画を眼のあた

りに して身のひさしまる思いが したのも記憶に新 し

しへ。

この歴史が示す ように,ケ ンプリッデ大学では ,

Department of Physicsの Physicsは Experi me―

ntal Physicsを 意味 し (オ ックスフォー ド大学の

Clarendon研究所 も同 じ事情で創設された ように伺

つている ),Cavend ish研 究所では伝統的に実験物

理学を主 として教授,研究を行つてきたが,Professor
Mottが所長の時に固体物理の理論グループを新た

に設け,現在の物理学教室は Theory of Cёndensed

Matter,  Physics and Chemistry in Solids,Ipw

Temperature Physics,MetaI Physics, RadiO

Astronomy,High Energy Physics等 の研究室か ら

なつている。

理論物理 のグループは Department of Applied

Mathematics ard Theoretical Physicsに 属 し,

素粒子論,流体力学等はこの教室に含まれる。 ca―

vendish研 究所は 2年前まではクンプリッデの町の

中心近 くにあったが,物理学の発展 に伴 って各グル

ープとも大 きくなり,1973年にケンプリッデの西の

町はずれに移転 した。 RutheifOrd,Bragg,Mott

の名称のついた 3つ のビルからなる大変モダンな研

究所で,場所は町はずれでやや不便になったが,研

究室のスペースは大 きくなり,設備は充実 してスタ

ッフー同は非常に満足 しているようであった。Pro―

fessor Mottは 停年後 もn/rottDレ にある研究室で大変

元気に研究を楽 しんでか られ,Mottビ ルのMbttセ

ミナー室で しば しば御 自分のアイデ ィアについてセ

ミナーを開かれる。

学部学生の教育

ケンプリッデ大学の学部学生は 1学年凡そ3000人

入学後 3年間で卒業する。後に述べるように,大学
への入学に対 してはカレッデが全面的に責任 を負 う

ているが,入学後の教育,学位の授与等に関 しては

大学が責任を もち,カ リキュラムの編成は主 として

学部が中心になつて行 つている。

東大の理学部志望に相当する学生は,数学志望 な

ら 強ヽthematical Tripos,そ の他の自然科学志望 な

らNatural Science Triposと い うコースの講義 を

履修することになる。

Natural Science Triposの コースが大学に設け

られたのは1850年 頃 と伺 つているが, ここではこの

コースが どのような内容のカ リキュラムを もつてい

るかについて,そ の概要を説明 して み よ う。 こ の

Triposは Part IA,Part IB, Part Ⅱ の 3つ に

分れ,通常第 1学年で Part IA,第 2学年で Part

IB, 最終の第 3学年で Part Iの カリキュラムを履

修することになる。

第 1年次の Part IAで は ,

Blology of Cells       Geology

Biology of Organisms    Physics

Chemistry           Ph37sio logy

Crystallinc Materials

の7つの実験学の科目から3つ を選んで講義を聴き試験

rCパスしなければならない。また第 4の科 目として数学

もしくは生物学者に対す る数学を選択 として選んで

もよい。私が Supervislon Classで 教えた物理志望

の学生は, 2人 ともPhysics,Chernistry,Crysta―

1line Materials,Mat腱 maticsを履修 していた。

第 2年次の Part IBで は,次 の8つ のグループから,

2乃 至 3題 目を選んで,そ の題 目に属する講義を履

修することが要求される。ただ しその際同 じグルー

プから 2つ の題 目を選んではならない。

Part IB

(1)Chemistry;Advanced Chemistry

(1)Pathology; Physics: Advanced Physics

(ull Animal Blology;MetaHurgy and Material

Sclence        ′

m crystalline State;Geodynamics;Physi∝

logy
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lVI Biochemistry;Geological Materials

(Ⅶ Plant BiOlogy; Experimental Psychology;

Fluid Mechanics

側 Envi10mental BiOlogy;Mathematics;

Pharmaco10gy

鰤 History and Philosophy of Science

最終学年 の Part Iで は,以下 の題 目の うちの一
つを専攻科 目 として選 び,そ の専攻科 目の カ リキュ

ラムを履修す ることが要求 され る。

例えば物理学 を選ぶ ことは,東大 で云えば物理学
科 に進学 して授業を うけ るこ とを想像すれば よい。

Part I

AnatOny

Applied Biology

B iochemistry

Botany

Chemistry

Crystalline State

Genetics

Geology

Geology with Mineralogy and Petrology

Material Sience

Mctall trgy

Minごra10gy and Petrology

Path。 logy

Pharmaco10gy

Physics and TheoreticaI Physics

Physiology

Physiology with Psychology

Psychology

Zoology

ところで これ らの専攻科 目を選ぶ際,例えば物理

学専攻 の場合 には, Part IBで Advanced Ph ysics

を履修 して試験 1/Cパ ス してい ることが必要 で,第 3

学年 でどの専攻科 目を選ぶかについては,大体第 1

学年 の終 り頃 に進路 を決 めてお くことが必要 である。

大学は 3学期制で各学期は 8週間 か らなる。 ケン

プ リッデ大学 では,10月 か ら12月 の学期をMichael―

mas,1月 か ら 3月 の学期 を Lent,4月 か ら 6月 の

学期 を Easterと いうように特有 な名称 で よん でおり,

Easter学期 の終 りに学年末試験 が ある。
Part Iで 物理学 を専攻 に選んだ学生 は,実験 ,
理論,実理混合 の 3つ の コースのいずれ かに分れる。
Michaelmas学期では講義 は大体共通 で あ る が ,

Lent学 期 になると素粒子,原子核,固体電子論 ,

物質,天体物理, プラズマ物理,化学物理 , システ

ム, Advancedな 量子力学,統計力学, stochastic
な過程等の細分化された トピックについて履修する

ことになり, Easter学期では より advancё dな トピ

ッタについても勉学することになる。

学年末試験について大変興味深 く思 つたのは,物
理学の場合出題委員,採点委員に講義を した教官が

入 つていない ことであった。試験 もPart lに つい

て云えば力学,電磁気等の科 目毎 には分れていず ,

物理学(1)～ 0の表題のもとにそれぞれ 3時間,合計
18時間にわたる試験が大体 4日 に分けて行われる。

ノー ト,教科書の持 ち込みは許されていないから,
学生諸君にとっては,それ以前の試験勉強の期間 も

含めて 4月 , 5月 は相当きつい毎 日のようであっれ

5月 末に試験が終 ると,各カレッデ毎にMay Ball,

May Concert(実際には 6月 初めにある )が それぞ

れのカレンデの学生の主催で開かれ,May Ballの

時などは夜 9時頃から翌朝朝食事まで踊 りまくつて,

過去 1年 の気持の整理を しているようであった。私

も私 自身のカレッヂのMay COncertに 家内 と出席 し

たが (私 のカレッデでは,大入同伴が許されるパー

ティは年に数えるほどしかない ),Mり Concertは カ

レッデの学生, fe llclwの組織 す るオ ークス トラの

演奏を聞き乍 ら, fe H Ow及 びその夫人,学生の懇親

を目的 とした もので,毎年春に植物園で開かれる理

学部の懇親会 と同じ趣旨のものであった。ただ学生 ,

fel10wと もdinner jacket(タ キシード)着用でかな

リフォーマルな雰囲気であった。

さて最終学年の Part Iの 学生の場合,学年末試

験 (優等学位の試験 とよぶ )に 合格すれば,Bache―

lor of arts witll hOnollrsの学位を取得 してめてた く

卒業 となる。今年の学位授与式は, 6月 20日,21日
の 2日 間大学の SenatO Houseで 行 われた。学位 を

授与 される学生がカレッデ毎 lrc senate Houseに 参

りVice Chancellorか らそれぞれ学位の授与をうけ

るわけだが,学位 を授与 される学生 の総数は3000人

に近いので,全員が学位を うけ終 るまでに 1日 半か

かることlrcな る。学士号に相当する学位授与者は ,

それぞれのカレッヂのガウンの上 に白兎の furを つ

けた服装で授与式に出席す る。授与式の行われ る 2

日間は,式に出席するためにケンブリッヂにやって

きた学生の両親,兄弟,婚約者等 とそれらに囲まれ

た上記服装の学生でケンプリッデの町は盗れ,町全

体が明るく華やかな雰囲気で包まれるのも,学都に

ふさわ しく極めて印象的であつた。



大学とカレッヂ

既にしばしばカレッデという言葉を用いてきたが,

ケンプリッデにさて我々がとまどうのは,恐 らくま
ず第一に大学とカレンデの関係であろう。 カレッデ

は,そ もそもは学者が起居をともにして勉学,研鑽
を積む場として設けられたが,長い年月の間にそれ
らのカレッデが集って一つの教育の場である大学を

構成するように発展 してきた。従って曾ては大学の

構成員になるのに, カレッヂの構成員であることが

必要条件であった。この伝統が今日でも守られてお

り,ケ ンプリッデ大学に入学する学生を選ぶらは,
今日でもカレッヂの役目であり,入学後学生はカレ
ッヂに属する。

ケンプリソデには現在23の カレッデがあるが,そ
のうち 3校は女子のカレッデ,他の約半数は男子学
生のみ,残 りの約半数は時代の趨勢にしたがって少
数の女子学生をうけ入れている。入学試験 1/C際 して

は,女子のカレッデは 1つ のグループに,楼 た残り
のカレッデは 3つのカレッデ群に分れる。例えば男

子の受験生は後者の 3つ のグループのいずれか 1つ

のカレッデ群をえらんで入学試験をうけ,合格すれ

ば成績に応じて第一,第二等志望したカレッデのい

ずれかに入学が許可されることになる。

イギリスでは高等学校を終えて大学に入るのに,

国家試験 (9月 1日 に 16才 になった学生が受験資
格があるので, 16+Examinationと よばれる )
をうけて General Certificate of Education(略

して00E)と よばれる証明書をもらわなければなら

ない。 言式験はOrdinary(O level)と Advanced(A
level)の 2通 りに分れているが,ケ ンプリッデ大

学 (オ ッタスフォードも同じ )に入るには, このO
levelと A levelの 試験を優秀な成績でパスした上

に,更 に前述のカレッデの入学試験をパスしなけれ
ばならないので,ケ ンプリッデ,オ ックスフォード

大学に入学することは,受験生にとってなかなか容
易なことではないようだ。

めてたくいずれかのカレッデに入学を許可される

と,大学の studentに なる。最初の学年は全寮制で,
各カレッデで伝統ある慣習と規則のもとで,起居を

ともにしながら勉学 し, 2, 3年は寮を出て下宿を
しながら大学に通 うことになる。前に述べたように,

講義に関するカリキュラムは学部の責任で編成する

が, カレップのもつ独得な教育としては Tutorの制

度がある。自分のカレッデの学生がどの専攻に適 し

ているか,そ のためには前述のカリキュラムでどの

ような科 目を履修 したらよいかをア ドバ イスす るの

が TutOrの 役 目である。また各講義について演習の

役 目を果す supervision classを 学生に害り あてる

の もTutOrの仕事である。 クラスと云 つても学生は

1人乃至 2人 ,多 くて 3人で個人教授の ようなもの

である。

私 もTutOrの依頼で,あ るカレッデの物理志望の 1

年生 2名 について物理数学の supervislon classを

週 1回 もつたが,学生にとっては大変良い制度 のよ

うに思えた。ただこの制度はケンブリッデのように,

各カレ ンデが 1学年凡そ 100名 か ら 150名程度の学

生をもつ ような小人数教育の規模 でないと実際に運

用することが非常に難 しい ように思 う。

TutOrの 話 しがでたついで lrcカ レッデの運営につ

いて一言述べておこう。大学の教官 も大体いずれか

のカレッデの fe1lowと して カレ ッデに属 しており,

カレッデの運営はこれ らの fe H owに よって行われ

る。 カレップの長であるMaster,前 述の Tutor等

はこれ ら fe H owか ら選 ば れる。 Masterは カレッ

デ内のMaster Lodgeに ,独身の fe Howも 概 ね カ
レンデ内の feHow buildingに 居住 している。私 も

Cavendish研 究所 の先生方のはか らいで,は からず

もPrOfessor Mottが 以前に学長 を してか られ た

Gonville and Caius C01legeの member of cOm―

mOn rOOmに 推薦されたが,Caved ish研 究所 にお

ける研究教育生活以外に, カレッデでの feH owと

のお付 き合いを通 じて College lifeの 一端を知 る

ことができて大変有益であった。特に昼食時に他の

学問分野の fe H owと 話 しをすることによって,英
国文化,英国人のものの見方等を僅かながらで も学
ぶことができて得 る処が大 きかった。

Caius Co H egeは 1384年 に創立 された古いカレッ

デで,い まもつて長い伝統 に基づ く慣習が生きてお

り,英国人のコモンセンス,教養 と云つたものがこ
の ようなカレンデでの 3年間の学生生活で育まれて

いることを強 く感 じた。

伝統 と慣習を尊重 しつつ新 しい もの を取 り入 れ

て変革 してい く態度には見習 うべ きものがあり,同

時にポテンシャ リテ ィの深さと云つた ものをしみ じ

み感 じた次第 である。

おわ りに

この拙稿で,短かいケンプリッデ④滞在を通 じて

垣間見たアカデ ミックライフの一端を紹介すること

に努めたが,私の素養の貧 しさが現れていて気恥か
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